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1 は し が き

官城県のハウスにおけるキ‐ウリ半促成栽培は,播種が

1月 上旬～中旬,定植が2月 上旬―■旬の低温寡照期に行

われている。従つて,一般化している2条植では,生育中

期から後半にかけて,茎の繁茂により,採光,通風,作業

性などの問題がある。

本報ではキュウリの半促成栽培に適応した栽植様式を検

討するために,従来の2条植に対して, 1条植で株間をか

えて噛荀および株間の照度,側校の発生,品質,収量など

について調査した。

2試 験 方 法

1977年,風芸試験場ビニール´ヽウスにおいて, 主枝型

品種「ときわ光3号 P型」を供試し,表 1の ような設計内

容で試験を行つた。

各区とも, 1区 12プ の 3反復とし,1月 5日 播種, 2月

10日 に定植した。調査は生育,雌花の着生,側校の発生,

照度,品質,収量について行つた。

3 試験結果及び考察

定植後の草丈,葉数などの生育は,表 2に示す通りであ

る。草丈,摘心株率とも1ペ ット2条植に対して 1条植が

わずかに優れ,中 でも株間の狭い25¨区が高く,35¨区,

45m区はほぼ同等の生育であつた。これは株間の狭い25

m区において,2条植は株と株との競合によるためと考え

らオしる。

側枝の発生は,表 2に示す通り,50m2条植区の 66¢
に対して, 1条植の株間45mは 765¢,35m区は675¢

でやや高い発生率を示したが,25m区 は63%とわずかに低

い値となつた。これは受光量の差が影警したものと考えら

れる。

表 2 定植後30日 目の生育と摘心株率
及び側校の発生

通路面及び株間の位置,1照度は,図 1に示す通りである。

ハウス中央部の作業用通路の照度を100と して指数で表わ

した。晴天時,曇天時ともに2条植に対して, 1条植では

明らかに高くなっている。特に晴天時における地表面から,

50の高さまでは, 1条植が2条植に対して, 12～ 14%高

く,100～ 150mま では, 36～ 60¢ 高くその差は顕著で

あった。
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図 1 栽植様式を異にした場合の
地表面の高さ別照度

収量,時期,1収量,良果率は,図 2に示す通りである。

初期収量,総収量ともに1ペ ット2条植に対して, 1条植

の株間05卸区 (14株 /″),25m区 (2株 /′ )は収量差は
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表 1 試験区とその内容

株間50m2条植 (20株 /め

ク 25¨ 1条植 (20株 /め

″ 35ω l条植 (14株 /め
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1   地表面からの高さ ――」



-142- 東 北 農 業 研 究  第 23号 (1978)

みられなかつたが,45m区 (11株 /″ )1条植区は2条植
区の62%と 明らかに低収となった。
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図 2 時期別収量と良果率及び主枝収量率

良果率では1条植の各区が,2条植に勝り,特に1条植
35¨区の829%は 2条植区の 792¢ よりも37%高 くな

つた。これは 1条植によって畦間が広くなり,通風,採光
がよくなったためと考えられる。

主校収量率は, 1条植35m区,2条植区, 1条植 25卸
区の順に高く, 1条植45m区は劣つた。

4 ま

キ‐ウリ半促成栽培の生産安定をはかるためにこの作型

に適応した栽績様式 を検討した。慣行の2条植に対 して 1

条植で株間を25鍬,35m,45mと し,生育収量について
調査を行つた。

1 生育,側校の発生 :初期生育は 1ペ ット2条植に対 し
て, 1条植はわずかに優れ,株間では25の>35m■ 45伽
の1贋であった。側校の発生は 2条植に対して, 1条植の株

間45m区 ,35m区 は優れ,25m区 はわずかに劣った。
2 照度:1条植は2条植に対 して,晴天時で地表面から,
50m高 さでは12～ 14¢ ,100～ 150"高 さでは36～ 60

チと照度が高くその差は明らかに認められた。

3 良果率 :1条植の各区が, 2条植区にまさり,特に35
m区の829%は 2条植の7'2%よ り37%高まつた。
4 収量 :早期及び全期にわたり,1ペ ット2条植に対し
て, 1条植の株能 5m区 ,35m区 では差はなかつたが,
45卸区では明らかに劣った。

以上の結果から,生育,収量,良果率あるいは作業性か
ら考えると,半促成栽培では1条植がよく,株間30m前後
で栽植株数は″当り14～ 20株が適正と思われる。
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